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生 活 に お け る 、 月 経 周 期 の 影 響を 知 る た め に 、 定 常 状 態 に お け る 月経 周

他 の 体 温 調 節 反 応 の 関係 に つ い て 調 べ る 実 験Ｉ と 、 人 体 表 面 に 局 所 冷 却

及 び 心 理 反 応 が 月 経 周 期 に よ っ て ど の よ う に 影 響さ れ る か を 検 討 する 実

を 行 っ た 。

は 、 気 温2  8±0.5     'C  .    湿 度5  0±1  0％ に 調 節 さ れ た人 工 気 候 室 に60 分 以 上

被 検 者 の 皮 膚 温 、 体 温 、 代 謝 量、 体 重 減 少 量 、 温冷 感 ・ 快 適 感 の 測 定 を

卵 胞 期 の 各 期 に お い て 行 っ た 。被 検 者 は 、 成 人 女 子8   名 、 シ3      ー ツ の み

II で は 、1  o℃ の 冷 水 を 循 環 さ せる 冷 却 負 荷 装 置 （OOc ㎡ ×2) を 試 作 し 、

足 の ２ か 所 に 局 所 冷 却 を 行 っ た時 の 、 深 部 温 、 皮 膚 温 、 全 身 及 び 局 所 の

へ の 影 響 を 検 討し た 。 気 温3  0±0.  5   ℃ 、 被 検 者 は 成 人 女 子 ５ 名 で あ る 。

の 着 床 準 備 期 にあ た る 黄 体 期 にお い て は 、 代 謝 量 が 高 く 、 四 肢 末 梢 の 血

が 抑 制 さ れ 、 体 温 及 び 体 幹 の 皮 膚 温 が 、 高 く 保 持 さ れ た。 ま た こ の 時 、

感 じ や す く 、 不 快 を 示し た 。(2) 局 所 冷 却 に 対 し て 黄 体 期 で は 、 有 効 に

き、 あ ま り 不 快 感 を 伴 わ な い が、 月 経 期 、 卵 胞 期に お い て は 、 黄体 期 に

反 応 が 鈍 か っ た 。 ま た 、 冷 却 部位 で は 、 腰 冷 却 時 は 、 体 温 調 節 反 応 が 鈍

冷 感 は 涼 し い 側 に 移 動 し た 。 特 に 、 月 経 期 で は 、 全 身 性 の 不 快 感 を 感 じ

し て 、 足 冷 却 時 は 、 強 い 体 温 調節 反 応 を 生 じ 、 冷 却 に よ る 温 冷 感 ・ 快 適

ほ と ん ど 下 肢 の み に 限 定 さ れる と い う 傾 向 が み ら れ た 。
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目 的　 ヒ ト の 着 衣 行 動 の 背 景 にあ る 温 熱 生 理 学 的 特 性を 把 握し 、 快 適 着 衣 設 計 へ の 一 助

と する た め に 、 身 体 表 面 に 均 一一な 加 温 刺 激 を 負 荷 し た 場 合 の 深 部 温 、 皮 膚 温 、 局 所 蒸 発 量

全 身 ・ 局 所 の 温 冷 感 、 湿 潤 感 、 快 適 感 へ の 生 理 的 、 感 覚的 な 影 響 を 検 討 し た。

方 法　 実 験 は 目9  1年　７月～　９月 、 健 康 な 成 人 女 子　4 名 を 対 象 と し 、 気 温3  1±0.  5    ℃ 、 相

対 湿 度5  0±1  0％ 、 気 流2  Ocm ／ sec 以 下 に 設 定し た 人 工 気 候 室 で 行 な わ れ 、局 所 加 温 に は 、

4 5±0.  5 °Cの 水 を 循 環 さ せ る2  0×15cm の 加 温 負 荷 パ ッ ド を 試 作 、 実 験 に 供 し た。 加 温 部 位

は 、 頚 部 、 胸 、 背 、 下 腹 、 腰 、 上 腕 、 前腕 、 下 腿 、 足 の　９部 位で あ る 。

結 果　1 ） 局 所 加 温 に よ り 、 加 温 部位 の 皮 膚 温 は 、 い ず れ の 場 合 も 直 ち に 上 昇し はじ め

そ の 上 昇 度 は 、 体 幹 部 よ り 四 肢 部 加 温 時 に 、 よ り 顕 著 で あ っ た. 2 ） 鼓 膜 温 及 び 直 腸 温 は

局 所 加 温 に よ り 、 ほ と ん ど の 部 位 で 上 昇 を 示 し 、 上 腕 、 前 腕 及 び 足 の 加 温 で よ り 顕 著 で あ

っ た 。3 ） 局 所 加 温 に 伴 う 手 背 ・ 大 腿 の 局 所 蒸 発 量 は 、 い ず れ の 部 位 の 加 温 で も増 加 し 、

手 背 の 蒸 発 量 が 大 腿 の 蒸 発 量 よ り 多 く 、 手 背 で の 蒸 発 量 の 増 加 は 体 幹 部 よ り 四 肢 部 の 加 温

で 、 大 腿 の 蒸 発 量 は 下 腹 、 上 腕 の 加 温 で 大 で あ っ た 。4 ） 各 皮 膚 温 への 影 響 は 、 四 肢 部の

加 温 に よ り 発 汗 に よ る 体 幹 部 皮 膚 温 の 著 し い 低 下 が み ら れ る が 、 体 幹 鄙 の 加 温 の 場 合 は こ

の よ う な 傾向 を 認 め な か っ た.      5） 温 冷 感 、 湿潤 感 、 快 適 感 の 局 所 加 温 に よる 各 部 位 へ の

波 及 効 果 は 、 体 幹 部 の 加 温 よ り 四 肢 部 の 場 合 が 全 身 に 及 ぶ 傾 向 が み ら れ た。 以 上 の よ う に

局 所 加 温 に よ り 人 体 の 温熱 生 理 的 ・ 感 覚的 な 影 響 は 、 部 位 に よ っ て 異 な り 、 体 幹 部 よ り 四

肢 部 加 温 の 影 響 が 大 で あ る と い え る 。
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